第２回 西大阪地区の津波対策に関する技術検討委員会
日　時：平成24年６月15日（金）17：00～19：00
場　所：大阪府庁　別館７階　防災情報センター
　出席者：戸田委員長、阿部委員、杉村委員、高橋委員、平石委員
議　事　概　要
（１）津波遡上シミュレーションの条件整理について
・既往の津波シミュレーションとの比較により、今回作成したシミュレーションモデルが昭和南海地震（1946）を再現できる手法として妥当であることが認められた。
・このシミュレーションモデルを用いて想定東南海･南海地震津波M8.4を再現したところ、最大津波高並びに流速ともに既往のシミュレーション結果とほぼ同等の値が得られ、良好な相関を示した。
・今後、中央防災会議が提示した南海トラフの巨大地震モデルのうち、大阪湾に影響の大きいケースについて津波シミュレーションを実施し、M9.0クラスの津波高の挙動を把握するとともに、３大水門及び５中小水門の「開」「閉」を条件として津波遡上に対する水門閉鎖の影響についても検証していく。
・その時、中央防災会議の地盤変動式は「岡田の式」を採用しており、既往の津波シミュレーションモデルが「Ｍａｎｓｈｉｎｈａ　ａｎｄ　Ｓｍｙｌｉｅの式」を使用していたことから、今回作成したシミュレーションモデルについても「岡田の式」を使用して整合性を図り、地盤変動量を算出して値の確認を行っておく必要がある。

（２）津波に対する水門耐力の検討手法について
・水門に対する津波外力の評価式の選定は、水門の構造形式、立地条件及び波圧の形態を考慮し、適切な適用式を採用する。
・検討ケースについては、津波の押し波、引き波時に水門の内外水位差が大きくなる４ケースを抽出して検証する。

・水門設備の照査は、対象部位を扉体、回転支承、堰柱及び副水門等とし、骨組みモデルを構築し、構造物の損傷過程や全体の部材性能を精度よく再現できる解析手法により行う。
・評価基準については、①水門全体が原型を保つレベル、②水門が確実に開閉動作できるレベルの２段階に設定し、それぞれ応力照査を行う。
（３）津波対策を目的とした水門の操作性の向上について
　　　　・地震発生から津波到達までの２時間のあいだに、数多くの防潮施設へ水防団や府職員の方々が現地に参集し、操作及び確認して安全な場所へ避難することは、非常に危険の伴うものである。そのため、水門の遠隔操作化は極めて有効であり、直ぐにでも取り掛かる事業の一つである。
· 東日本大震災から１年が経過した現時点では、まだ、国内での津波に対する危機意識は高く、大津波警報が発表されることを受容しうる環境にあると考えられる。しかし、これも安全側にものを考える発想が優先している状況のためであり、2年、３年、５年と経過していくうちに、この意識も薄らいでいくものと思われる。
　　　　・今後は、効率良く、的確に水門等施設操作を実施するために、最大限、即時情報を入手し、体制に活かすことを検討するべきであり、太平洋沖に設置されたGPS波高計の活用などが有効と考えられる。
